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台風情報の解説や普及啓発の充実

資料３

これまで防災気象情報に関する検討会等で検討されてきた解説のあり方や普及啓発の取組を踏まえ、
新たな台風情報の観点でこれを再確認し、充実させることについて議論する。



2

（参考）防災気象情報の伝え方に関する検討会報告書概要（令和３年４月）

解説

普及啓発
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（参考）防災気象情報に関する検討会最終取りまとめ概要（令和６年６月）

普及啓発



4

防災気象情報の中での台風情報の役割

➢ 台風情報には、キキクルや警報・注意報等のように住民の主体的な行動や自治体の避難
情報発令の判断等を支援するだけでなく、公共交通機関の計画運休など、より専門的で
判断に時間を要する防災対応を支援する役割がある。

➢ こうした専門的な判断に資するため、「A シンプルで分かりやすい情報」に加え、「B より専門
的な情報」や「C 加工可能なデータ」も求められている。

◆ 報道機関・ネット

メディア

◆ 各事業者・施設

管理者・民間企

業等

◆ 市町村・都道府

県、関係機関

◆ 住民、地域コミュニ

ティ

利用者
等

✓ 社会全体への呼び

かけに用いる材料

✓ 計画運休、BCP対
応等、各種防災
対応の判断

✓ 体制構築、住民へ

の呼びかけ等の各

種防災対応の判

断

✓ 主体的な避難行

動や防災対応への

意識の醸成・向上、

事前の行動計画

情報の
役割

求められ
る情報

様々なニーズに対応するため

C 加工可能なデータ
⇒機械可読形式の電文等で提供

精度の幅や不確実性等も踏まえた

B より専門的な情報
⇒気象庁HP等でのオプション表示や台風説明会等での解説により提供

住民がすぐに理解できるような

A シンプルで分かりやすい情報
⇒アクセスしやすく活用しやすい気象庁HP等での初期画面表示や気象情報等の解説の提供

台風情報が特に
重要な役割を担っ
ている部分

このような台風情報の役割を考慮して解説や普及啓発を充実させる必要がある。



5

台風情報の解説の充実

資料３ー１
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台風情報の解説の現状

➢ 台風や発達する熱帯低気圧が接近し影響を及ぼす場合

– 全般台風情報において、台風等の見通し、予想降水量など防災にかかわる情報や災害への留意
点を発表している。

– 地方気象台の「あなたの町の予報官」や気象防災アドバイザー等から自治体向けに解説しているほ
か、本庁や管区気象台・地方気象台において、報道関係者・自治体・防災関係機関・インフラ事
業者等に向けた台風説明会を開催している。

➢ 平時

– SNS等により一般住民向けに台風情報の見方等の一般知識を解説している。

解説B
専門的

台風説明会の様子と内容例 台風説明会で使用する資料の例

・台風の影響のポイントや警戒事項を説明

・気象実況において、台風の特徴や台風から離れた

地域で注目するポイントがあれば説明

・台風経路図を用いて、台風の進路予想や見通し

を説明、必要なら海面水温などを示して今後の台

風の発達を補足説明

・警報級の可能性や量的予想を示して、警報級の

期間や見通しを説明

A
シンプル
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（案）台風情報の役割を考慮した解説の充実（台風発生前）

➢ 自治体・公共交通機関等の防災対応をより早くから支援するため、台風発生前からの台風の見通しに関
する情報について、気象台の担当者や気象防災アドバイザー等から自治体・公共交通機関等に情報共
有、解説する。

➢ 台風の見通しに関する情報を活用し、台風の発生・接近が予想された、より効果的なタイミングで、SNS
を通じ、また気象予報士など情報発信を行う機関・者と連携して、一般住民向けに台風情報の見方
等の一般知識も解説する。

解説

【自治体や公共交通機関等向け】
気象台の担当者や自治体における気象防災アドバイザー等から
情報共有・解説

【一般住民等向け】
より効果的なタイミングで、 SNSを通じ、また気象予報士など情
報発信を行う機関・者と連携して、台風情報の見方等も解説

【新たな情報】

台風の発生や接近
が予想された時

⚫発生数か月前

⚫発生１・２週間前

B
専門的

A
シンプル



8

暴風警戒域
強風注意域
予報円

（案）台風情報の役割を考慮した解説の充実（台風発生後）

➢ 公共交通機関等の防災対応を支援するため、台風説明会や「あなたの町の予報官」等を通じて、報
道関係者・自治体・防災関係機関・インフラ事業者等に向けて予報の不確実性の大きさや他の予報シナ
リオ、台風の個々の特徴について、その根拠を風・高潮・波浪の分布情報、台風の存在確率やアンサンブ
ル予測等を用いて、より分かりやすく解説する。

新たな情報や予報の根拠データを示し、
不確実性の大きさや他の予報シナリオ、
台風の個々の特徴について、より分かり
やすく解説

予報円

詳細な風・高潮・波浪分布の実況・予報
を利用した台風の特徴の解説

風分布の予報

解説

高潮分布の予報 波浪分布の予報

【新たな情報】

台風の接近や
上陸が予想さ
れた時

【予報の根拠データ】
台風の存在確率やアンサンブル予測等 必要に応じて

活用

　気象庁 気象庁

気象庁 気象庁 気象庁

気象庁 　　気象庁

気象庁 気象庁 気象庁

気象庁 気象庁

気象庁 気象庁 気象庁

気象庁 気象庁

気象庁 気象庁 気象庁

➢ 北寄りの進路では加速し、
南寄りの進路ではゆっくり進
む予想があり、予報円が大き
くなっており、・・・

➢ 台風の南東側で風が強い特
徴が・・・

B
専門的
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B
専門的（案）台風情報の役割を考慮した解説の充実（資料）

➢ 気象庁ホームページの台風関連のコンテンツについて、台風接近時における台風災害等に関する解
説の参考となるよう、過去の接近・上陸台風が各地域にもたらした災害に関する情報や、予測の検
証結果などに、容易にアクセスできるようにするなど、情報の充実・整理を行う。

知識・解説ページ「台風について」 各種データ・資料ページ
「過去の台風資料」

接近・上陸時に各地域にもたらした災害に関する
情報などとの対応イメージ（九州南部）

台風
番号

接近・
上陸

もたらした被害
予測の
検証結果

T2410 上陸

令和6年台風第10号
による大雨、暴風及
び突風（速報）

雨量等の予
測と実際の状
況等について

T2302 接近

梅雨前線及び台風第
2号による大雨（速
報）

T2214 上陸

令和4年台風第14号
による暴風、大雨等
（速報）

…

解説C
加工可

予測の検証 災害時の情報発表状況

過去の台風の経路図や位置
表から、接近・上陸時に各地
域にもたらした災害に関する情
報や、予測の検証結果などに
容易にアクセスできるように改修

https://www.data.jma.go.jp/stats/data/bosai/report/2024/20241008/20241008.html
https://www.data.jma.go.jp/stats/data/bosai/report/2024/20241008/20241008.html
https://www.data.jma.go.jp/stats/data/bosai/report/2024/20241008/20241008.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/sokuhou/R060828.pdf
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/sokuhou/R060828.pdf
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/sokuhou/R060828.pdf
https://www.data.jma.go.jp/stats/data/bosai/report/2023/20230623/20230623.html
https://www.data.jma.go.jp/stats/data/bosai/report/2022/20221102/2022110201.html
https://www.data.jma.go.jp/stats/data/bosai/report/2022/20221102/2022110201.html
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（案）台風情報の役割を考慮した解説の充実（まとめ）

➢  台風発生前から、自治体・公共交通機関等の防災対応をより早くから支援するため、

台風発生前からの台風の見通しに関する情報について、気象台の担当者や気象防災アド

バイザー等から自治体・公共交通機関等に情報共有、解説する。また、台風の見通しに関

する情報を活用し、台風の発生・接近が予想された、より効果的なタイミングで、SNSを通じ、

また気象予報士など情報発信を行う機関・者と連携して、一般住民向けに台風情報の見

方等の一般知識も解説する。

➢  台風発生後には、台風説明会や「あなたの町の予報官」等を通じて、報道関係者・自

治体・防災関係機関・インフラ事業者等に向けて予報の不確実性の大きさや他の予報シナ

リオ、台風の個々の特徴について、その根拠を風・高潮・波浪の分布情報等を用いて、より

分かりやすく解説する。

➢  気象庁ホームページの台風関連のコンテンツについて、台風接近時における台風災

害等に関する解説の参考となるよう、過去の接近・上陸台風が各地域にもたらした災害に

関する情報や、予測の検証結果などに、容易にアクセスできるようにするなど、情報の充実・

整理を行う。

解説

検討事項

⚫ 台風等の見通しや警戒すべき点などをより分かりやすく伝えるための具体策や、新たな
情報を活用した解説の充実のための具体策について

B

BA

B C

B
専門的

A
シンプル

C
加工可
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台風情報の普及啓発の充実

資料３ー２
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57.8

58.3

43.8

37.3

42.6

42.2

41.8

56.3

62.7

57.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

予報円が大きくなるほど、

台風は大きくなる

予報円は台風の中心が

100%の確率で入る円を表す

暴風警戒域が大きくなるほど、

台風が強くなる

暴風域に入る確率が高いほど、

より強い風が吹く

台風が大きくなるほど、

台風は強くなる

正しく理解していた

誤って理解していた

現状の普及啓発の課題

【一般向けアンケート：現在発表している台風情報の理解度】

➢ 台風情報の詳細な内容について理解が進んでいない。

普及啓発

台風情報に関して誤って理解していましたか。

検討事項

⇒ 現状及び新たな台風情報の理解促進に向けて、より一層必要となる普及啓発の取組について

※各情報の説明を確認してもらった上で「理解していた」
「誤って理解していた」を選択。

台風に関する各情報を見聞きし、理解していますか。

63.1

59.2

58.1

42.4

16.7

18.9

18.6

19.6

20.2

22.0

23.4

38.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

予報円

暴風域・強風域

暴風警戒域

暴風域に入る確率

見聞きしたことがあり、理

解している

見聞きしたことがあるが、

間違えて理解していた

見聞きしたことがない

63.1

59.2

58.1

42.4

16.7

18.9

18.6

19.6

20.2

22.0

23.4

38.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

予報円

暴風域・強風域

暴風警戒域

暴風域に入る確率

見聞きしたことがあり、理

解している

見聞きしたことがあるが、

誤って理解していた

見聞きしたことがない
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0%

20%

40%

60%

80%

100%

20代 30代 40代 50代 60代以上

テレビ

ニュースサイトやポータルサイト

気象庁や自治体のホームページ

民間気象会社などのホームページ

スマホアプリ

YouTubeなどインターネット動画サイト

SNS

電子版含む新聞

ラジオ

特にない

現状の普及啓発の課題

【一般向けアンケート：台風に関する情報の入手媒体】

➢ テレビ、ニュースサイトやポータルサイトがよく利用されており、若い世代ほどSNSやインターネット動画サイ
トの利用率が高い。

台風に関する情報を知りたい場合、どのような媒体を用いていますか。

普及啓発

検討事項

⇒ 既存の媒体に加えて、若い世代向けの新たな媒体を活用した普及啓発の取組について

年代別
[%]全体

73.5

44.6

22.7

11.8

38.6

8.2

10.3

2.8

7.1

7.5

0 20 40 60 80

テレビ

ニュースサイトやポータルサイト

気象庁や自治体のホームページ

民間気象会社などのホームページ

スマホアプリ

YouTubeなどインターネット動画サイト

SNS

電子版含む新聞

ラジオ

特にない

若い世代ほど
利用率が高い
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台風情報に関する現状の普及啓発の取組

➢ 台風情報に対する理解が社会において深まるよう、リーフレット等の広報資料作成や、台風情報
の見方や精度等を気象庁ホームページに掲載しているほか、毎年の年末にその年の台風の特徴に
ついて報道発表している。

リーフレットの作成・公表 台風情報の見方（気象庁ホームページ）

台風情報の精度（気象庁ホームページ） 台風のまとめ（報道発表・気象庁ホームページ）

台風について（気象庁ホームページ）

普及啓発

現在行っている普及啓発

B
専門的

A
シンプル

C
加工可



15

（案）新たな台風情報の提供に向けた普及啓発の取組

➢ 新たな台風情報の提供に向けて、一般向けの情報の見方や利用方法等の情報をSNSや動画
サイト等も活用してより分かりやすく提供するとともに、公共交通機関など専門家向けの情報の詳
細な仕様や精度、見方や利用方法等の情報を提供する。

普及啓発

専門家向けの情報の精度（イメージ）一般向けの情報の見方や利用方法（イメージ）

過去予報実験による精度検証結果

※過去予報実験による精度検証結果は事前に公表し、
情報利用者の利活用を推進。

実際に発表した予報の精度検証結果
※SNSや動画サイト等も活用

数か月先まで
の発生数予測
の検証結果

ステージごと（転向
前・中・後）の予報
誤差の分布図

B
専門的

A
シンプル

C
加工可
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（参考）「防災気象情報に関する検討会」を受けた新たな取組

防災気象情報に関する検討会
第８回資料（抜粋）

普及啓発B
専門的

A
シンプル
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（案）台風情報に関する「担い手」を通じた新たな普及啓発活動

➢ 台風情報に関しても「担い手」を通じた新たな普及啓発活動を開始したところで、今後も様々な「担い手」
を通じた普及啓発活動を推進していく。

普及啓発

「防災気象情報に関する検討会」を受けた取組

教育分野との連携（学習教材の充実）

・日本赤十字社愛知県支部・愛

知工業大学と連携し、小学校高

学年から中学生向けの防災学習

教材「ちょこっとぼうさい」（台風編

など）を作成。

・今後も引き続き台風防災に関す

る学習教材（デジタル教材含

む）の充実を図る。

・横浜国立大学と連携し、台風

防災に関する一般向けシンポ

ジウムを令和７年２月に開催。

・今後も継続的に実施予定。

（次回は令和７年７月を予

定。）

教育分野との連携（一般向けシンポジウム）

・指定公共機関である日本郵

便株式会社の全国の支社の

危機管理担当者向けに、台

風防災に関するオンライン出

前講座を実施。

・今後、本検討会でのヒアリン

グ実績も踏まえ、企業・団体

等と連携した取組を推進。

全国ネットワーク組織との連携

メディア・キャスター、気象防災アドバイザー等との連携

・Yahoo!ニュースと連携し、台風情

報の普及啓発活動に利用する図

の作成や、インターネットを通じた普

及啓発活動を実施。

・気象キャスターネットワーク向けに台

風情報に関する研修を実施。

・今後、関係者・団体に広く活用い

ただけるよう、共通で利用できる台

風情報の普及啓発用資料を作成。

B
専門的

A
シンプル
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（案）台風情報に関する普及啓発の取組（まとめ）

➢ 一般向けの情報の見方や利用方法等の情報をSNSや動画サイト等も活用し

てより分かりやすく提供するとともに、専門家向けの情報の詳細な仕様や精度、見方や利

用方法等の情報を提供する。

➢  国による普及啓発活動に加え、様々な「担い手」による普及啓発活動を開始したと

ころで、今後も様々な「担い手」を通じた普及啓発活動を推進していく。

普及啓発

検討事項

⚫ 現状及び新たな情報の理解促進に向けて、より一層必要となる普及啓発の取組について

B C

A B

A

B
専門的

A
シンプル

C
加工可
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